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藤樹先生の教えを受けて

攝友会高島支部長　中　西　攝　勝

　滋賀県北西部の高島市に
あり、４つの分会を構成し
て活動している攝友会高島
支部です。前回発行された、
会報「しらさぎ」50号の「し
らさぎ史跡探訪の旅」で詳
しく紹介されましたよう

に、高島市は日本陽明学の祖、中江藤樹先生の
生誕の地であり、ここに私たちの支部がありま
す。前回の会報で広く白鷺連合会の会員様に土
地柄を知って頂いたことを嬉しく思います。
　高島支部の誕生は比較的古く、昭和50年代の
初め大阪より転居されて来られた、故角田蘆孝
先生のお陰で湖西に詩吟の輪が拡がり高島支部
が誕生しました。高島支部でも会員の減少と高
齢化が進んでいますが、嬉しいことに今年久し
振りに新入会員があり、この他にも一度詩吟を
習ってみたいという人からの問合せもあり喜ん
でいます。ただ、悩みもあって、広い高島市に
会員が点在して居住されているため、練習会場
まで遠くて時間を要します。交通の便も良くあ
りません。このような状況もあり、個々の分会
での活動が精一杯で、支部全体の交流は普段は
全く無い状況です。年１回の高島支部錬成大会と、
攝友会指導部の先生に来て頂き開催される「楽生
塾」で全員が出席して勉強し交流する程度です。
　今私が気にかけていることは、高島支部の発
足時から、会員の幸福と詩吟の発展と上達、ま
た会員同士の友情を深めることを目標に、支部
会員揃って伝統的に新年の藤樹神社で初詣と奉
納吟を行っておりましたが、数年前の大雪の年
に中断し、続かなくなりました。
　故人となられ、或いは超高齢ながらも元気に
詩吟を続けられている歴代の先輩の支部長の遺
志を受け継ぎ、初心に帰り心新たに新春奉納吟
を復活していきたいと考えています。

　そして中江藤樹先生の教えの「五事を正す」
を心に、会員お互いに、いつまでも仲良く詩吟
に親しみ、健康で過ごしていきたいものです。

会員増強の一考察

岳豊会豊岡支部長　岸　　　岳　月

　岳豊会は、兵庫県北部に
位置した豊岡市にあり、豊
岡支部、日高支部、出石但
東支部の３支部で構成され
ています。
　豊岡支部には14の分会
(教室)が置かれ、会員数は

97人、日高支部は23分会で会員数は122人、出石
但東支部は３教室で会員数は26人であります。
　私の所属する豊岡支部は、十数年前まで分会
数、会員数とも一番多く事業活動も積極的に
行っていましたが、会員の高齢化に伴う健康面
でやむなく退会される方が増えてきました。こ
のような状況から一昨年支部内に「会員増員検
討委員会」を設置し、指導部の先生や各分会長
にも委員をお願いし、支部を上げて会員の増強
に取り組むことになりました。先ず初めは近所
の方、知人に練習への参加をお願いすることに
なり、勧誘をしましたが、目に見える成果は中々
上がりませんでした。しかしながら、昨年あた
りから会員にも増員の意識が定着し、年間を通
じて勧誘運動を継続していただきましたとこ
ろ、徐々に入会者が増えてきました。本年にな
りましてから、指導者の先生にお骨折りをいた
だき、６月に１分会(会員数３人)、更に９月に
は１分会(会員数２人)が誕生することになりま
した。当支部にとって数年ぶりに分会が誕生す
る快挙で本当に喜んでいます。２分会とも更に
分会員が増え充実していくであろうと大いに期
待をしています。不安を感じながら設置した「委
員会」でありましたが、今では設置して本当に
良かったと思っています。
　当支部内には、まだ指導をされていない師範

講 師・支 部 長 奮 闘 記
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代・準師範や師範の有資格者が沢山おられま
す。この方々には、一日も早く新教室を立ち上
げていただきたいと思っています。「あの人が
分会をもっていないのに、私が先に分会を持つ
なんて」とよく聞きますが、そんな心配や遠慮
は要らないと思います。勇気をもって近所の方
や知人に声をかけてみましょう。詩吟をしてみ
たいと思われている方はきっといるはずです。
以上、私が日頃感じていることを述べましたが、
会員増強の一助になれば幸甚です。

朗詠を通して真淵の心、文化に触れる

浜松鷺長会副会長　森　下　報　薫

　浜松鷺長会は、飯田報信
会長、吉田鷺航会主を頂点に
６支部で構成されています。
　６支部にそれぞれ支部講
師、支部長がいて吟詠指導
は講師、支部運営は支部長
が担当しています。各講師

は吉田講師の指導で講師会を隔月に開催して吟
詠講習で吟力の向上に努めています。また講師
とは別に指導者講習会を各支部の分会指導者を
対象に吉田鷺航会主が隔月に実施しています。
　そのほかに女性部、青壮年部、清吟部の組織
があり独自の活動をしています。又青少年育成
委員会、広報委員会の２つの委員会があり会員
増強に取り組んでいます。
　さて、組織的には確固たるものが確立してい
ると思っていますが、ご多分に漏れず年々会員
の減少に歯止めがかかりません。声掛けをした
りチラシ、ポスターで呼び掛けても簡単に加入
してくれるほど甘くはないのが現実。
　会員勧奨のキーワードに地元浜松の文学の中
で漢詩や和歌をテーマにすることはできないか
会長から提案があり、広報委員会、役員会で地
元浜松から出た国学者の賀茂真淵翁をターゲッ
トにしました。たくさんの和歌を残しています
のでこれを声に出して詠う（和歌を詠おう会）
の参加案内を実行することにしました。
　秋の夜のほがらほがらと天の原
　照る月影に雁鳴き渡る
　遠つ編みあらら浜松本ごとに
　よる波みつつ涼みとるかも
この和歌を一般の人を対象に朗詠を通して真淵
翁の心、文化に触れる、声を出して朗詠をして

ストレス発散する、そこから発展して会員増強
に繋げればと心ワクワクとしています。何事も
やってみなければ結果は判りません。今は行動
するのみです。鷺長会すべての講師が参画でき
るわけではありませんが奮闘努力していい結果
が出せるよう頑張る所存です。

背中を押されて

志舟会 東粉浜支部長　尾　上　紅　篁

　新米師範の私が、東明未
来塾の１期生として受講、
教える事は学ぶことと、教
室を持って気が付けばもう
４年目になりました。お付
き合いで入会してくれた友
人も、ご主人が病気されて

大変な中、お稽古には顔を出して下さり、少し
はおしゃべりで気分転換になっていれば良いの
だけれど、と思っています。
　毎年出場させて頂いている敬老の日のイベン
トの中、今家の中でひとりの時間を過ごされる
方が多いことを耳にします。地域のふれあいセ
ンターに教室を開いたのも、１人でも多くの人
が、外に出てお茶を飲みながら、おしゃべりし
て、声を出して欲しいなぁと思ったのがきっか
けでした。
　和泉市にある長女の家のリビングを借りて、
月２回子供の教室も開いています。最初は３人
から、今９人の年長さんから６年生まで、ワイ
ワイ、キャッキャと言いながら学校での出来事
を教えてくれたり、近況報告ひとしきり。
　　　　　　　　　　　　　毎年12月に和泉市

で開催される「何で
もありコンサート」
に「詩　吟ず」出場
するべく頑張ってい
ます。
　ある日生徒さんか
ら、学校に行ってい

た頃は全然興味がなかった歴史が詩吟の背景で
は物語になって見える気がすると言ってもらえ
て、本当に師範になれて良かった！詩吟大好き
で良かった！と心の中で大感激の私でした。
　これからも、自身勉強しながら、生徒さん達
と一緒に成長して行きたいと思います。
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鷺恵会南ブロック西友支部芽ぶき分会
　令和元年11月18日、阪和線熊取駅に広報部三
人が待ち合わせ、鷺恵会福永洋恵さんの車に乗
せていただき本日の探訪教場所の在る「熊取翠
松苑いこいの家」に参りました。広々とした児
童公園の中にあり清閑な雰囲気が感ぜられまし
た。玄関を入ると、責任講師の柴谷鶯恵先生始
め男性会員４名女性会員４名の皆様がとても暖
かい眼差しでお迎えくださいました。
　では早速本日のお稽古風景をお伝え致しま
す。まず、発声練習ですが、あ行より２本、か
行、さ行、た行と各々本数を上げて大きな声で
発声練習をされ、続いて母音あ、い、う、え、
お、を音階を付けて発声、そして母音での揺り
を繰り返しされました。実践的なお稽古だなぁ
と感じました。発声練習終了。
　本日の講習吟題は「菊花・白居易」です。全
員で素読をし、詩の意解を読まれ、字解、作者
略伝を読まれました。
　吟詠指導が始まり、鶯恵先生が２行ずつを詠
われ、生徒さん達が続いて詠い、転句、結句と
先生が詠われ、生徒さん達が詠い完了。え、早
い……吟歴の浅い生徒さんもおられましたが、
すらっと詠われたのには少し驚きました。次は
男性４人が２本で、女性４人が６本で通しで詠
われました。

　ここからがお稽古の本番、吟法の説明です。
　「一夜」吟法４番③３③５の詩情表現につい
て細やかな指導をされておられました。「新霜・
しんそう」う、は、おで発音し、③ですが③３

から少し伸ばし③３③３と５番の吟法になる
と。〔○印は半音の表記です〕結句の「開いて」
の吟法11番について生徒さんより質問があり、
２段上げの上げる前の揺り方についてご指導を
されました。
　各々の自由課題練習が始まり、まず山脇鳴恵
支部長が「寄家兄言志・廣瀬武夫」を朗朗と詠
われました。さすがでした。岡田さんは「題壁・
村松文三」を２本で、今津さんは「九月十三夜・
上杉謙信」を１本で詠われました。入会された
ばかりの重光さんは難しい「峨眉山月・李白」
を詠われたのには少し驚きました。続いて女性
陣の内藤さんは「雪梅・方岳」をしっとりと詠
いあげられました。永井さんは秋の風情「新涼
読書・菊池渓琴」を詩情豊かに聞かせてくださ
いました。郷上さんは来月に行われる関吟全国
大会の為のお稽古として詠われました。竹山さ
んは暫く声出しをしていなかったので本数を落
として詠われていました。柴谷鶯恵先生に絶対
的な信頼をされている教室だなぁと感じました。
　最後は鶯恵先生を真ん中に集合写真、はい　
チーズ
　芽ぶき分会の皆様、たいへんお世話になりま
した。有難うございました。

　　記　佐川駿声
（訪問者）
広報部員　佐川駿声　長谷川岩郷　天田澄慈

シリーズ　教室探訪コーナー
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青誠会・八鹿支部 つるぎ分会
　令和元年10月20日（日）高速道路を乗り継ぎ
ナビ頼りでマイカーを走らせて兵庫県養父市八
鹿町にある青誠会八鹿支部つるぎ分会教室を訪
問しました。
　同支部の親師範講師である橋本誠鳳先生のご
自宅にある同教室には、11月３日（日）に開催
予定の八鹿文化祭に出演される他分会の皆さん
も集合されました。ひとまず、日ごろのように
お稽古が始まりました。青誠会会歌、巻頭言唱
和に続いて、発声練習をされました。

　この度のお稽古は、先述の八鹿文化祭「音楽
と芸能の玉手箱」（平成元年より毎年出演され
ている）での詩吟の構成出し物・吟詠歌謡「青
葉の笛」「西郷隆盛」が中心でした。皆さん、
気迫のこもった素晴らしい吟声で仕上げておら
れましたので、とても感心しました。

　実は、この後、「座談会」が行われました。
後述のように地域交流・他流派交流・競吟大会
への出吟など積極的な取り組みをされている青
誠会八鹿支部ですので、今回取材訪問の小生も
参加しての「座談会」をしたいとのご要望を橋
本先生から事前にいただいておりました。

① どうすれば、効果的な会員増強につなげるこ
とができるか？
② どのように発声等のトレーニングをすれば、
コンクールでよい成績を得ることができる
か？

　誠に熱心な意見交換ができたようで、①につ
いては地道な現状の交流から詩吟PRを継続さ
せていくこと　②については、小生から若干の
工夫をご提案、熱心な皆さんのご質問にお答え
しながら実践で参考にしていただくことで座談
会のエピローグとなりました。皆様、ありがと
うございました。最後に記念撮影です。

＜八鹿支部のご紹介＞（頂いた資料からの転載）
「仲良く、楽しく、元気よく」を合言葉に活動
　　つるぎ分会　講師　橋本誠鳳
　　小 山 分 会　講師　川角誠庵
　　京 口 分 会　講師　福井誠杜
　　和田山分会　講師　橋本誠鳳
◎地域イベントに参加
　八鹿文化祭に出演（平成元年より毎年出演）
　和田山文化祭に出演（平成25年より出演）
　養父文化祭に出演（平成26年より出演）
　八木城跡国史跡指定記念行事に出演
　 養父市シルバー人材センター式典アトラク
ションに出演

　養父市高齢者福祉大会アトラクションに出演
※ 地域の皆さんとの交流を図り、詩吟のPRを
している。多くの方々に認知していただいて
いるが、会員増加は今一つ

◎他流派との交流
　 朝来市親睦吟詠大会に参加（平成25年より参加）
　 吟道摂南流・吟道賀堂流・詩歌吟詠道鷺城
流・日本詩吟学友会・関西吟詩文化協会

　養父市親睦吟詠大会
◎ 年に一度、年末に支部全体の錬声会を開いて
いる

　初段、２段は　絶句
　３段以上は　　律詩
◎競吟大会に出吟
　 多くの会員は「しらさぎ競吟大会」にエント
リー

 記　塩路澄誠
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〈ONE TEAM〉で取り組む
詩吟普及活動

青誠会八鹿支部　川角誠庵

　11月３日、会場が暗転になり、前奏曲が流れ
るとステージにライトが当たります。第55回養
父市八鹿町文化祭での青誠会八鹿支部の詩吟が
始まりました。

　毎年行われる市の主催する文化祭に参加する
ようになったのは、平成元年、第25回からだっ
たと記憶します。当時は八鹿に１分会しかなく、
私たちは不安を持ちながらも、橋本先生の叱咤
激励の中での初舞台だったのを、懐かしく思い
出します。♪あれから30年。今では隣町の和田
山分会もでき、４分会での活動ができるまでに
もなりました。

▼今年も10月８日に「養父市高齢者福祉大会」
に招かれ、八鹿支部全員で吟詠歌謡を演じ、
600人参加された会場に歌声を響かせました。
「詩吟の仲間を集めよう、１人でも２人でも」と、
文化祭をはじめとして芸能祭、イベントへの参
加と〈ONE TEAM〉になって、楽しみながら
長年、歩んできた成果が今に至ったと思ってい
ます。

▼今年は吟詠歌謡に挑もうと、９月から合同練
習、舞台練習と何度もの練習を重ねてきました。
毎月３回の分会での練習とは別に、夜７時半か
らの合同練習。「夕食時の一杯の楽しみ」をガ
マンしながら集まってくれるメンバー。疲れた
身体を奮い立たせて駆けつけてくれる人たち。
それはとても頼もしく素敵な仲間たちです。

▼演目は「青葉の笛」「西郷隆盛」。舞台上に漢
詩をスライドで投映し、ナレーションもいれな
がらの演技でした。

　多くの観客の方に「よかったわ、迫力があっ
たわ！」と言っていただき、みんなとてもうれ
しく、熱い気持ちに包まれました。後の慰労会
が盛り上がったのは言うまでもありません。　 
 以上

白 さ ぎ 地 方 の 話 題 コ ー ナ ー
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　「会報」の「葦」創刊号が発行されたのは、
昭和41年５月で、西淀川支部（昭和18年４月攝
友会に組織改革）創立７周年に発行され、情報・
連絡が密になり、10周年～60周年「葦」特集号
を特別発行する。　　　
10 周年「和」　会員大会と本大会の二日に分け
て行う。
15 周年「道」　会員大会、本大会に分けて行い、
初めて構成吟「道」を披露する。
20 周年「飛翔」　関西汽船「こはく丸」を借り
切り、土曜の夕方大阪港を出航。姫路沖で停
泊し、日曜日の朝、船内で記念式典を行う。
25 周年「文化」　支部を「ＡからＧ」の七地区
に分け、各地区で協賛大会を行い、本大会は
箕面観光ホテルで行う。
30 周年「あゆみ」　エキスポ「70」で、万博公
園にある「万博ホール」で、構成吟（一部）「盛
唐の星」、（二部）「あゆみ」を披露する。
35 周年「昴」　「大阪ロイヤルホテル」で会員吟
詠大会を行う。式典では「音」と「映像」で
支部の35年間を振り返り、構成吟では全員で
「昴」を合唱する。

40 周年「はしら」式典と構成吟を一部、祝賀会
を二部として「ホテル阪急インターナショナ
ルで行う、構成吟「はしら」を披露する。

45 周年「淀の流れ」　国際会議場「グランキュー
ブ大阪」で開催する。構成吟「天の岩戸」を
披露する。

50 周年「改新」　「ホテル阪急インターナショナ
ル」で開催。マルチビジョンによる画像・映
像を使った斬新な企画で構成吟「大化の改新」
を披露する。

55 周年「伝承そして未来へ」　「ベイタワーホテ
ル」で開催する。会員吟詠を各支部ごとの構
成吟で発表。全支部とも俳句・和歌・新体
詩・吟詠を取り入れた斬新的な会員吟詠を披
露する。

60 周年「極」　「太閤園」で開催。極則必反（きょ
くそくひつはん）「きわまれば　すなはち　
かならず　かえる」物事はきわまれば必ず元
にかえる。還暦を迎える本大会のテーマを
「極」とする。
会報「葦」創刊号～第57号（現在発行）

機 関 紙 の コ ー ナ ー （ ご 紹 介 ）

	 攝友会会報「葦」（歩み）
公認攝友会 企画広報部長　　岳　野　恍　輔
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　近江八景の神髄にふれて

　律詩　近江八景。八つの美しい景色だけでは
なく、何か意味があるのではないかと思い訪ね
ました。
　まず、天台寺門宗総本山「園城寺」（おんじょ
うじ）、通称三井寺（みいでら）の梵鐘を訪ね
ました。
　三井寺はJRびわ湖大津駅から健脚で徒歩25
分、タクシーでワンメーター。また京阪電車石
山坂本線三井寺駅から徒歩10分。

　「形の平等院」　「銘の神護寺」とともに「音
の三井寺」として日本三銘鐘の一つに数えられ
ている三井の晩鐘。

三井の晩鐘

　園城寺が三井寺と称される所以は、天智・天
武・持統天皇の産湯に用いられた霊泉があった
ことから、「御井（みい）の寺」を「三井寺」
と呼ばれるようになったそうです。
　奈良時代の作と言われている初代梵鐘は、十
世紀前半の頃、三上山（近江富士）に出た大ム
カデを退治した田原藤太秀郷が、琵琶湖の龍神
より頂いた鐘を三井寺に寄進されたと、お伽話
のような伝説があります。
　その梵鐘は後に延暦寺との戦により、武蔵坊
弁慶が奪い、比叡山に引き摺りあげ、いざ鐘を
撞いてみると、「イノー、イノー」と響いたそ
うです、弁慶は「そんなに三井寺に帰りたいの
か……」と、鐘を谷底に投げ捨ててしまいます。
現在もそのときの傷痕や破れ目などが残ってい
ます。
　「イノー」と言うのは、イヌ（帰る）という
関西弁で帰りたいという意です。
　その後その初代梵鐘は撞かれること無く、現

在も三井寺を鎮護する「霊鐘」として、金堂西
方の霊鐘堂に奉安されています。
　鎌倉期の僧定円が読まれたとされる和歌も伝
わっています。

　・・・さざ浪や三井の古寺鐘はあれど
　　　　　むかしにかへる音はきこへず・・・

　現在の二代目梵鐘は1602年に豊臣家により三
井寺復興事業として新しく作られました。また
鐘の上部には百八個の乳といわれる突起があり
ます、江戸時代に流行した百八乳を持つ鐘の、
最古の作例と言われています。
　三井寺の鐘にはもう一つの物語がありまし
た。
　除夜の鐘は百八つの煩悩の数を祓う意味で新
年を迎える刻限に鐘を撞きます。
　しかし三井寺の除夜の鐘は百八つ以上撞かれ
ています。それには大きな意味がありました。
　昔、湖畔で子供達にいじめられていた蛇を助
けた事で縁が出来、助けた青年と化身となった
大蛇との間に赤子が生まれました。しかし女人
は大蛇の化身と知れると、赤子が無事に育つ願
いに、自分の目玉を与え、姿を消しました。そ
の噂が知れ、領主にさらわれてしまいます。そ
こへ大蛇がまたもや現れ、残りの眼玉の念力で、
赤子を奪い返しました。盲目になった大蛇は「我
が子の無事を、毎夕三井寺の鐘を撞いて知らせ
てほしい、そして年末には無事に一年過ぎたと
わかるように多くの鐘を撞いて下さい、そのお
礼に人々に幸運を授けましょう」と頼んだ。
　以来、三井寺では除夜の鐘に際して、龍の眼
玉に因んだ目玉餅を供え、できるだけ多くの人
に百八に限らず沢山の鐘を撞いてもらう特別の
儀式として、現在も行われています。
　琵琶湖の神様「龍神」を慰め、人々に染みわ
たる梵鐘の音色にこのようなお話があったとは
感動しました。
　今日も無事に過ごせたと、毎夕刻に撞く三井
の晩鐘、年の瀬に撞く感謝の「除夜の鐘」　こ
の意味を知って、三井の晩鐘が後生に受け継が
れていくと確信しました。
　現在の二代目三井の梵鐘も　重要文化財に

史 跡 探 訪 の 旅
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なっています。

　三井寺は西国三十三所観音霊場の第十四番札
所でもあります。

　次は京阪石山坂本線三井寺駅から石山寺行き
に乗り換えて、27分で終点石山寺駅に着きまし
た。徒歩十分で石山寺です。紛らわしいのが京
阪石山駅と終点石山寺駅です、電車で５分ほど
距離ですが少し距離がありました。
　
　三井寺駅から石山寺駅の間に「粟津」という
駅があります。そうです「粟津の晴嵐」です。
今はなぎさ公園の名で整備されて、とても気持
ちのいい浜辺です。
　さあ石山寺に出掛けましょう。昨年10月の「白
さぎ吟行会」で立ち寄った「石山の秋月」、石
山寺です。

　奈良の大仏建立に際して、黄金不足を聖武天
皇から預かった聖徳太子の念持仏を石山寺の岩
の上に置き、祈願するとお告げがあり、黄金が
陸奥国で見つかり成就しました。念持仏を移動
しようとしても　念持仏が岩から離れず、その
まま岩の上に草庵を建て、寺院とした。これが
石山寺の始まりと鷲尾龍華上人のお言葉でし
た。大きな石「珪灰石」の上に建つ石山寺は芸
術家や文人には霊感授かると言われているそう
です。
　紫式部は石山寺で「源氏物語」を着想したと
言われています。特に秋は2000本の紅葉と月が
心を酔わせてくれます。石山寺三代座主は菅原
道真の孫に当たる淳祐内供が石山寺中興の祖と
言われていることも驚きでした。
　石山寺をでて、瀬田の夕照「瀬田の唐橋」を
渡り、湖東を進むと、「矢橋の帰帆」。
　当時の夕暮れ時の美しい風景です。漁に出た
帆掛け舟が遠方より戻ってくる景色を、歌川広
重は絵図にして、現在は大津市歴史博物館に保
存されています。
　琵琶湖大橋の湖西側に「堅田落雁」琵琶湖の

護り神　「浮御堂」満月寺。　平安期に恵心僧都
源信が琵琶湖の湖上安全と衆生済度のため、湖
中に仏閣を建立したとされています。
　今も参拝が絶えず、風情があります。
　浮御堂を背にして振り返ると、「比良暮雪」
比良山系の山々が美しい姿で迎えてくれます。
比良山と言う山はなく、蓬莱山などの山々の総
称で関西のアルプスです。なだらかな山々の姿
はまるで屏風絵のようで冬の比良山の雪景色が
絶妙です。積もった雪が溶けて、琵琶湖を潤し
ています。
　堅田から大津へ湖岸沿いに進むと唐崎神社が
あります。静まりかえった境内の中に、老いと
戦う松の古木の姿がありました。
　本来の姿を想像し難い現在の唐崎の松です。
　今も凜々しい金沢の兼六園の松は、この「唐
崎の松」の兄弟ですからこの地の子孫の松の成
長を唯々祈るばかりです。
　「他所から来られた詩吟の方々も、声高らか
に吟声を響かせ、雄姿の復活を念じておられま
す」と、みたらし団子元祖の女将が仰せでした。
昔ながらの手作りの団子とタレは絶品でした。
　静かな湖面は「しばし待て……」と言ってい
るような、時が止まったかのような唐崎神社で
した。 記　天田澄慈

園城寺（三井寺） 石山寺

浮御堂（堅田落雁）

唐崎神社（唐崎松間）
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　第21回白鷺女性部吟詠大会を、秋も深まり紅
葉の美しい11月23日（祝）に太閤園に於きまし
て実施いたしました。
　当日はとても良いお天気に恵まれましたが、
数日前の厳しい寒さで体調を崩された方がおら
れ、255名の参加となりました。早朝より白鷺
会長はじめご来賓の先生方には、ご多忙のとこ
ろ枉げてご出席賜り誠に有り難うございまし
た。
　会員の皆様方も遠く広島、浜松、名古屋、豊
岡、また関西地区の皆様が一同に会し、女性部
大会らしく華々しく、明るく和やかな内に開催
いたしました。
　今年５月から新しい時代「令和」となり、今
回の大会のテーマは「想」～平成から令和へと
致しまして、平成を振り返って「想」を馳せ、
詩吟を通じて未来令和への希望に繋げたく皆様
に吟じて頂きました。

　永年女性部を支えてくださいました第４代女
性部長で顧問の曾根鷺夕先生が、10月17日にご
逝去され、当日は遺影を飾らせて頂き、私たち
を見守ってくださいました。先生のご冥福を心
よりお祈り申し上げます。

　構成吟「天の雫」では総本部の安藤寿真先生
に原作をお願いし素晴らしい舞台となりまし
た。ナレーターや出演して下さいました先生方、
音響を担当して下さいました先生方に厚く御礼
申し上げます。また女性部役員、幹事の先生方
には幾度となく御足労をおかけ致しまして無事
開催することができました。有り難うございま
した。

白 鷺 女 性 部 だ よ り

女性部長　加　藤　扇　郊

第21回白鷺女性部吟詠大会を終えて
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　時は令和元年12月１日午前９時、大阪市内の
四天王寺・造幣局といった名所旧跡から、あべ
のハルカス等の新名所を駆け巡ることで全国か
ら多くのランナーが集う「2019大阪マラソン」
がスタートしました。その鳴り響く号砲から遅
れること１時間半後、「第52回白鷺連合会青年
部吟詠大会～吟魂～」が開会したのでした。
　本年度大会の「スターター」（開会の辞）を、
まだ入会後間もない真柴祥代さんが無事に勤め
上げた後、「関西吟詩文化協会会歌」及び「白
鷺連合会会歌」また「青年部部詩」といった一
連の流れは円熟のランナー（部員）達が集団を
先導。コースアウトすることなく順調に歩みを
進めました。（「青年部員紹介」では私の段取り
が悪くコースアウトしつつも、部員皆さんから
の自己紹介の一言一言が場を和ませてくれまし
た。）
　その後、前半戦最大の山場となります「白鷺
連合会会員吟詠」について、今年は11組の会か
ら出吟いただきました。また、遠方にも関わり
ませず出席いただいた「広島鷺夕会」「鷺照吟
詠会」（岡山）の皆様、ありがとうございました。
　会員皆様が一吟を終えたところでお待ちかね
の給水ポイント（昼食休憩）にて、栄養補給を
行ったのでした。
　レースは、米澤彦仁（ゲンジン）さんによる
大合吟「富士山」よる豪快なスタートダッシュ
で再開。続いて、恒例の「飛び入り吟詠のコー
ナー」は昨年に続き中島菖豊先生（哲菖会）、
松尾佳恵先生より、今年は４名の方にワンポイ
トアドバイスをしていただきました。皆様、緊
張を押さえながらも懸命に吟ずる姿が強く印象
に残りました。　その後、「友好青年部来賓吟
詠」、「関西吟詩来賓吟詠」において17名の先生
方から御範吟を頂き、大会に花を添えていただ
きました。

　いよいよレースも終盤（ゴール大阪城公園に
向けて、今里筋を一路北上）、本年度青年部大
会テーマの「吟魂」をテーマとした構成吟が始
まります。構成吟と言えば当青年部で唯一無二
の石本恍武副部長が「心意気」「教訓」「親（子）
を思う心」「決意」をテーマに、古今東西の詩
に込められる作者の想い、情熱という熱き心を
テーマに描き上げ、部員一同が吟じました。
　そして、構成吟の最後には吟ずる時の心構え
を説いた「関西吟詩文化協会会歌」を最後に吟
じ、レース中にコースアウトをしつつも皆でカ
バーし合い、当日参加頂いた皆様含め、参加者
全員完走率100％で大会を終えることができま
した。（ちなみに2019大阪マラソンは完走率
95.8％（32,989人）です。）
　当日ご臨席賜りましたご来賓の先生方、白鷺
連合会の諸先生方、各会会員の皆様、そして、
来賓吟詠及び構成吟に演奏いただいた辻本公平
先生（尺八）、本田一巳先生（琴）に於かれま
して、心より青年部一同御礼申し上げます。ま
た、来年皆様にお会いできることを楽しみに、
一年励んで参ります。引き続き、青年部へのご
指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。　

「第52回白鷺連合会青年部吟詠大会～吟魂」を完走しました！

青年部だより

青年部部長　中　岡　蒼狼声



（25）

白鷺連合会組織系統一覧
（令和元年 12 月現在）

さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 

西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  

●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）

（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 

平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
）三
井
鷺
孫

（故） 

西
村
鷺
恍

山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）

（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
高
嶋
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

沖
本
夕
晶

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）沼
田
鷺
定（

鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
北
）

（
青
誠
会
南
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋

小
井
鶴
伸 吉

田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）堀
月
孝

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 

中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）
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白鷺連合会組織系統一覧
（令和元年 12 月現在）

さ
ぎ
す

（故） 

塩
谷
鷺
声

（故） 

吉
村
鷺
紅

（故） 

松
尾
鷺
恵

（故） 

寺
島
鷺
狂

（
立
売
堀
）

（
さ
ぎ
す
）

（
船
場
）（故） 

西
森
鷺
森

（故） 

井
上
鷺
孝

（故） 

絹
笠
鷺
陽

（故） 

富
樫
鷺
樫

（故） 

領
木
鷺
舟（
鷺
舟
会
）

（故） 

佐
々
木
鷺
郷

（故） 

伊
豆
丸
鷺
洲

（故） 

徳
田
鷺
富（
相
愛
・
八
弘
）

（故） 

北
原
鷺
秋（
鷺
秋
会
）

（故） 

佐
藤
鷺
照（
鷺
照
会
）

（故） 

中
村
鷺
広

（故） 

難
波
鷺
枠

（故） 

大
森
鷺
帆

（故） 

田
坂
鷺
峡

（故） 

大
久
保
鷺
諷

（故） 

土
居
鷺
行（
や
ま
と
）

（故） 

斎
藤
鷺
報  

●（
浜
松
鷺
長
会
）

（故） 

増
田
鷺
璋  

●（
天
理
吟
詠
会
）

（故） 

飯
田
鷺
長

（故） 

太
田
博
貞

（故） 

太
田
博
鈴

（故） 

小
佐
野
鷺
桂
（
桂
心
流
）

（故） 

高
見
鷺
播

（故） 

木
村
曙
風

（故） 

新
谷
曙
風

（故） 

津
雲
鷺
曙

（故） 

和
気
晴
帆

（故） 

伊
藤
鷺
栖

（故）
幸
田
鷺
宝

（故） 

吉
田
鷺
鈴

（
旭
鈴
）（故） 

安
藤
鷺
春

（
春
靜
）

（
春
鷺
声
栄
）細
田
鵬
声

（
東
声
）

北
井
澄
声（
澄
声
）

塩
路
澄
誠

（
門
真
）（故） 

山
本
鷺
覚

（
東
影
桜
ノ
宮
）（故） 

深
谷
袿
声

（
東
影
大
日
）

（故） 

近
藤
加
声
萩
原
佳
影（
佳
影
）

（
東
影
）（故） 

石
坂
鷺
彰

（
西
淀
川
）（故） 

平
田
鷺
攝

（
鷺
粋
吟
詠
会
）（故） 

難
波
鷺
吹

（
玉
出
）（故） 

島
崎
鷺
郊

中
村
鷺
尚

若
林
鷺
誓

（
鷺
郷
浄
正
）

（
鷺
郷
八
坂
）

（
鷺
郷
水
口
）

光
石
鷺
臣

森
田
岳
帆

（
志
舟
長
岡
京
）

（
志
舟
東
粉
浜
）

（
志
舟
玉
出
）

（
志
舟
本
庄
）

（
志
舟
）（故） 

畑
　
穂
舟

（
広
島
夕
朋
）（故） 

松
井
夕
朋

（
成
秋
会
）（故） 

綿
榎
鷺
鶴（

守
目
堂
）（故） 

北
井
鷺
淞

（
山
の
辺
）（故） 

森
川
鷺
峰

村
松
穂
松

徳
稲
穂
晃

（
山
形
吟
礼
）（故） 

須
貝
岠
孝

（
茨
木
清
流
）三
井
鷺
孫

（故） 

西
村
鷺
恍

山
根
鋒
孝

（
吼
月
）（故） 

北
池
鷺
吼

中
村
寿
吼

矢
野
陽
吼

森
　
琥
吼

（
桜
鳳
）
田
代
鳳
紅

（
堀
江
）

（故） 

原
　
瑞
声

（故） 

三
松
鷺
愛

（
岩
田
）

関
西
大
学
吟
詠
部

（
石
切
）北
森
愛
鈴（
愛
鈴
）

（
鷺
恵
会
め
ぐ
み
）

（
孔
攝
）

（
さ
わ
ら
び
）

（
逍
和
）

（
高
嶋
）

（
澱
江
）

（
鷺
恵
会
鶴
見
）

（
鷺
恵
会
海
老
江
）

（
鷺
恵
会
福
島
）

（
鷺
恵
会
西
友
）

（
鷺
恵
会
泉
州
）

佐
藤
旨
孝

伊
藤
恍
識

（
豊
岡
）

（
日
高
）

（
城
崎
）

（
出
石
但
東
）

高
田
芝
粋

難
波
恭
粋

山
本
誠
山

安
楽
秋
声

（
松
韻
）

大
取
鷲
照

片
山
鷺
丘

●（
鷺
照
吟
詠
会
）鈴
木
睨
照（

夕
月
会
）

（
成
秋
会
）平
谷
秋
景

小
平
秋
紅

●（
鷺
伸
吟
詠
会
）

●（
青
誠
会
）加
納
誠
旺

●（
広
島
鷺
夕
会
）

西
村
夕
城

（
鷺
夕
中
央
）

沖
本
夕
晶

（
曳
馬
野
）

（
晶
詠
）

（
湖
西
）

（
遠
江
）

城
　
曙
灮

坪
井
曙
水

（
広
島
鷺
津
会
）
川
本
鷺
津

（
広
島
鷺
雲
）
濱
野
鷺
雲

（
広
島
鷺
嚴
）
橋
本
鷺
嚴

（
島
根
浜
鷺
吟
詠
会
）

土
居
鷺
鏡

植
村
鷺
登斉

藤
鷺
鉄

（
名
古
屋
）伊
東
鷺
伸

（
関
西
大
学
吟
詩
部
）伊
東
鷺
伸

（
浄
北
塾
）沼
田
鷺
定（

鷺
播
葦
風
会
）

（
鷺
播
下
里
）

（
桃
山
学
院
大
学
詩
吟
部
）

村
田
訓
洲

宮
崎
訓
胤

（
名
古
屋
）

（
淞
苑
）中
谷
淞
苑

田
中
鷺
華

森
川
鷺
昭

森
村
峰
山

（
青
誠
会
北
）

（
青
誠
会
南
）

（
青
誠
会
八
鹿
）

（
知
多
半
島
）

（
名
古
屋
城
北
）

（
名
古
屋
中
川
）

（
東
尾
張
）

（
中
京
）

（
加
美
）

（
大
阪
伸
友
）

（
愛
知
や
わ
ら
ぎ
）

（
豊
中
上
新
田
）

（
北
九
州
）

中
川
鷺
嘯

岡
村
報
洋

小
井
鶴
伸 吉

田
鷺
航

飯
田
報
信

（
和
）

（
浜
松
）

（
犬
居
）

（
鷺
夕
安
芸
）

（
鷺
夕
東
）

（
鷺
夕
西
）

（
鷺
夕
南
）

（
鷺
夕
北
）

（
鷺
夕
東
広
島
）

●（
岡
山
鷺
照
会
）馬
場
鷺
昌
　
　
元
宗
琮
照

（
岡
山
旭
川
）
大
角
鷺
栄

（
岡
山
備
前
）

（
広
島
鷺
博
会
）
石
堂
鷺
博

（
広
島
鷺
栖
会
）

末
光
栖
鳳

金
本
曙
紘

新
林
忠
嚴

玉
木
曙
璋

（
岡
山
晴
吟
塾
）

蓬
郷
瑛
帆

太
田
貞
旭

（
広
島
峡
竹
）
辰
岡
海
峡

岩
田
澪
峡

高
橋
正
諷

（
広
島
博
貞
）

（
広
島
鷺
峡
会
）

（
広
島
鷺
諷
会
）

（
広
島
鷺
曙
会
）

（
澱
東
）

（
蒲
田
）

（
千
本
）

（
淀
川
）

（
東
淀
）

（
明
友
）

（
瓢
箪
山
）

●（
鷺
声
吟
詠
会
）（故） 

北
田
鷺
仰

●（
鷺
恵
会
）

●（
攝
友
会
）堀
月
孝

芳
野
歩
孝

坂
口
貴
孝

●（
鷺
迪
吟
詠
会
）

（
迪
友
西
淀
川
）安
田
鷺
迪

●（
岳
豊
会
）松
尾
岳
豊 松

尾
佳
恵

森
田
鷺
豊

京
都
中
心
会

親
さ
ぎ

玉
出

岡
山

広
島

天
理
時
報
社

天
理

丹
波
市

関
西
大
学

（
鷺
郷
）大
橋
鷺
迅

岡
田
鷺
甫

北
村
鷺
冠

堂
本
鷺
諶

（
旭
）

（
吟
鴒
会
）

（
吟
和
）

（
城
苑
）

（
西
育
）

（
白
鷺
京
都
）

近
藤
鷺
酒

佐
古
都
声

森
璽
声

（
土
佐
清
水
清
吟
）

黒
瀬
蔦
声（
蔦
声
）

（
東
声
Ｊ
Ｐ
Ｕ
）

（
澄
峰
・
澄
峰
上
斎
原
）松
坂
澄
峰

（
双
仟
）（故） 

中
野
鷺
訓

● 印 本部公認会
消滅支部会
退会支部会

（
名
古
屋
南
）

（
名
古
屋
西
）

（故）

原
田
天
照

根
鷺
夕

（故）
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鷺 郷 吟 詩 会
会 長
副 会 長

〃
〃

大 橋 鷺 迅
玉 森 陽 郷
津 﨑 竹 郷
岩 間 鵠 声
役員・会員一同

楽しく・和やかに・一心向上
本年もよろしくお願いします。

令和２年  元旦

淞 苑 会
会 長

副 会 長

中 谷 淞 苑

金 澤 苑 玲

役員・会員一同

成 秋 会
相談役
　〃
会　長
副会長
　〃
理事長

安楽秋声
平谷秋景
小平秋紅
東本秋愛
西垣秋恵
河下秋滉

蒲田支部
松韻支部
淀川支部
東淀支部
明友支部

平谷秋景
河下秋滉
東本秋愛
小平秋紅
米田秋澄
他役員・会員一同

公認鷺 照 吟 詠 会
会 長

副 会 長

副会長兼事務局長

大 取 鷲 照
坂 本 繃 照
内 田 菖 照
役員・会員一同

茨 木 清 流 会

会 員 一 同

吼 月 会
会 主

会 長

責 任 講 師

矢 野 陽 吼
森　　 琥 吼
吉 兼 蘭 吼
会 員 一 同

志 舟 会
会 主
会 長
副 会 長

〃
〃

事 務 局 長

村 松 穂 松
徳 稲 穂 晃
村 橋 穂 航
赤 松 青 篁
玉 木 新 壽
佐 竹 穂 宗
他役員・会員一同

船 場 吟 詠 会
会 長
副 会 長
理 事 長
副 理 事 長

〃
相 談 役
総 務 部 長
副 部 長
会 計 部 長
副 部 長
企 画 部 長
副 部 長
広 報 部 長
指 導 部 長
副 部 長

〃
組 織 渉 外 部 長
副 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長

山 根 鋒 孝
谷 澤 暁 星
室 屋 鷺 幽
藤 本 月 声
菅 原 嶂 孝
古 田 近 孝
森 下 孝 森
前 川 真 駿
水 本 醇 孝
飯 田 正 森
市 川 朋 森
長 濱 源 壮
高 田 刈 孝
谷 澤 暁 声
藤 本 月 声
菅 原 嶂 孝
岡 野 梅 森
柴　　 月 森
多 田 麗 森
大 岡 涼 森

双 仟 吟 詠 会
会 主

会 長

事 務 局 長

村 田 訓 洲
宮 﨑 訓 胤
竹 谷 訓 鳳
他役員・会員一同

公認攝 友 会
常 任 相 談 役

〃
〃

会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

理 事 長
副 理 事 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

攝 友 会 講 師
事 務 局 長
総 務 部 長
企 画 広 報 部 長
事 業 部 長
経 理 部 長
雅 号 管 理 部 長
文 書 管 理 部 長
作 詩 部 長
華 甲 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
指 導 部 部 長
　 〃 講 師
さわらび支部支部長
　 〃 講 師
孔 攝 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
澱 江 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
逍 和 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
高 島 支 部 支 部 長
　 〃 講 師
会 計 監 査

〃

堀　　 月 孝
芳 野 歩 孝
伊 藤 宏 孝
坂 口 貴 孝
甫喜本 青 孝
森　　 婕 孝
髙 木 辰 孝
吉 田 琥 孝
細 木 天 孝
古 賀 戍 孝
森 口 雪 孝
松 本 哉 孝
谷 口 人 孝
岡 田 省 孝
新 武 妹 孝
前 田 燁 孝
小 林 攝 匍
中 西 攝 勝
吉 田 琥 孝
髙 木 辰 孝
谷 口 人 孝
岳 野 恍 輔
田 中 攝 芯
竹 嶋 恍 忞
前 田 燁 孝
岡 田 省 孝
森　　 婕 孝
山 崎 岬 孝
小 林 攝 匍
平 岡 娟 譲
古 賀 戍 孝
岡 田 省 孝
宮 里 恍 通
森　　 婕 孝
荒 井 峭 孝
前 田 燁 孝
山 口 嫄 孝
松 本 哉 孝
松 村 恍 嬋
細 木 天 孝
中 西 攝 勝
伊 藤 宏 孝
松 本 哉 孝
中 西 恍 暉

事務所(月・水・金)午後1：00～3：00
　　　〒555-0024　大阪市西淀川区野里1-27-16
　　　TEL・FAX(06)6475-4763

公認岳 豊 会
会 主・ 会 長

副 会 長

〃

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

松 尾 岳 豊

宇都宮蘇豊

岡 田 岳 遙

伊 崎 岳 城

岸　 岳 月

田 中 岳 涼

岡 田 岳 笠

(豊岡支部長)

(日高支部長)

(出石但東支部長)

役員・会員一同

認承 春 鷺 声 栄 会
会 長
理事長兼事務局長昇段審査員長
副理事長・財 務 監 査
　〃　・財務・昇段・青年部長
　〃　・白鷺女性部長・昇段副部長
　〃　・白鷺青年部副部長
　〃　・会 計 監 査
白鷺女性部幹事
競吟大会実行委員

細 田 鵬 声
児 玉 登 春
渡 壁 海 春
本 田 泰 春
上 中 鵬 春
田 上 紫 鵬
光 成 華 鵬
田 中 登 洋
高 橋 亮 鵬

澄 峰 会
会 長

理 事 長

副 理 事 長

松 坂 澄 峰
大 江 澄 寳
上 賀 凰 峰
役員・会員一同

澄 声 会
会 長

相 談 役

塩 路 澄 誠

北 井 澄 声

他役員・会員一同

守 目 堂 吟 詠 会
会 長 田 中 鷺 華

役員・会員一同

鷺 粋 吟 詠 会
会 主

会 長

副 会 長

難 波 恭 粋
山 本 誠 山
髙 田 朱 粋
役員・会員一同

公認鷺 迪 吟 詠 会
会 長

副 会 長
理 事 長

常 任 相 談 役

安 田 鷺 迪

俵積田　輝　孝

平井迪旺、他役員一同
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公認鷺 声 吟 詠 会
顧 問

〃
〃
〃

常 任 相 談 役
〃
〃

相 談 役
〃

会 長
責 任 講 師
副 会 長

〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
会 計 部 長
会 計 監 査

〃
常 任 理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

指 導 部 部 長
作 詩 委 員 長
企 画 部 部 長
広 報 部 部 長
婦 人 部 部 長
青 年 部 部 長

北 村 鷺 冠
堂 本 鷺 諶
近 藤 鷺 酒
佐 古 都 声
吉 田 鷺 人
杉 原 艶 声
伊地田　五　声
廣 瀬 広 声
山 本 岬 声
森　　 璽 声
野 島 翔 声
岡 本 鷺 涛
野 島 蓉 声
井 上 容 声
大 森 厚 声
佐 川 駿 声
北 尾 耕 声
橋 本 嬌 声
池 田 涌 声
歌 門 善 声
山 本 湖 声
今 城 傾 声
河 合 彪 声
北 田 秀 声
山 本 詩 声
米 田 陶 声
森　　 煌 声
相 田 燁 声
中　岡　蒼狼声
橋 本 井 声
森　　 璽 声
橋 本 井 声
中 川 仁 声
佐 川 駿 声
野 島 蓉 声
中　岡　蒼狼声

事務所　〒535-0003 大阪市旭区中宮2-20-18 相田燁声方

公認鷺 恵 会
相 談 役

〃
常 任 相 談 役

〃
参 与

〃
会 長
副 会 長

〃
理 事 長
副 理 事 長

〃
〃

総 務 部 長
総 務 副 部 長
研 修 部 長
経 理 部 長
事 業 部 長
渉 外 部 長
広 報 部 長
女 性 部 長
青 年 部 長
東 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
中 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
南 ブ ロ ッ ク 長
〃副ブロック長
会 計 監 査

〃

荒 川 鷺 梅
藤 稿 祥 恵
向 井 鸞 恵
東　　 峯 恵
作 本 優 恵
清 水 穏 恵
松 尾 佳 恵
美 濃 鷺 廣
柴 谷 鶯 恵
酒 井 翔 恵
兔 太 盛 恵
北 浦 広 恵
入 江 鴎 恵
北 浦 広 恵
稲 岡 荘 恵
永 田 璃 恵
豊 田 翺 恵
藤 木 紅 恵
入 江 鴎 恵
安 田 慈 恵
秋 山 寛 恵
野々村　梵　恵
稲 岡 荘 恵
安 田 慈 恵
関　　 鴻 恵
福 永 洋 恵
西 出 灑 恵
梶 本 燎 恵
藤 木 紅 恵
関　　 鴻 恵

公認 鷺 伸 吟 詠 会
名古屋支部・北九州支部・豊中上新田支部
大阪伸友支部・名古屋城北支部・知多半島支部
名古屋中川支部・東尾張支部・中京支部
名古屋南支部・名古屋西支部・愛知やわらぎ支部
会 主

会 長

副 会 長

副 会 長

副理事長・四部担当部長

副会長・責任講師

理 事 長

副理事長・広報部長

副理事長・企画部長

副理事長・渉外部長

副 理 事 長

常 任 相 談 役

常任相談役・華頂部長

常 任 相 談 役

事 務 局 長

総務部長・組織部長

財 務 部 長

指 導 部 長

事 業 部 長

常任理事・渉外専任担当

常任理事・渉外専任担当

常任理事・渉外専任担当

常 任 理 事

常 任 理 事

常 任 理 事

常 任 理 事

常 任 理 事

女 性 部 長

青 年 部 長

会 計 監 査

会 計 監 査

相 談 役

相 談 役

相 談 役

相 談 役

伊 東 鷺 伸
小 井 鶴 伸
岩 月 恵 伸
黒 川 幸 伸
西 窪 誠 道
久 田 老 伸
木 村 虹 伸
舟 橋 廉 伸
森 川 源 伸
片 山 纓 伸
髙 桑 潤 伸
山 田 扇 伸
渡 邉 燕 伸
梶 原 悠 伸
森　　 穣 山
権 田 啼 伸
安 達 菫 伸
四方田　瓏　伸
桑 野 楠 伸
髙 木 炎 伸
石 井 磊 伸
吉 田 詔 伸
村 松 秦 伸
髙 木 栄 伸
加 納 瑁 伸
二 村 伶 伸
城 所 桶 伸
山 根 瞭 伸
本 多 穣 崇
金 城 卓 伸
榊 原 容 道
狭 場 溪 道
松 村 王 声
佐 伯 柏 泉
斎 藤 鷺 鉄

事務局　〒460-0002
　　　　名古屋市中区丸の内3-20-5
　　　　オアシス日向404号室
　　　　TEL(052)951-8276　FAX(052)953-8732
HP　roshin.jp　メール　roshinginei@wing.ocn.ne.jp

公認浜 松 鷺 長 会
会 主
会 長
理事長(副講師)
事務局長(副会長)
女性部部長(副会長)
和支部長（副会長）
浜 松 支 部 長
曳 馬 野 支 部 長
犬 居 支 部 長
遠 江 支 部 長
西 山 支 部 長
会 計

〃

吉 田 鷺 航
飯 田 報 信
飯 田 報 鷲
森 下 報 薫
飯 田 報 彩
鈴 木 修 碩
村 松 涼 憲
森 谷 虎 真
森 下 航 琳
武 田 修 心
牧 田 修 景
條　　 洋 昌
紀 野 洋 実
役員・会員一同

公認天 理 吟 詠 会
会 長

副 会 長

〃

理 事 長

副 理 事 長

〃

事 務 局 長

植 村 鷺 登

川 畑 璋 鵬

細 田 璋 行

藤 本 璋 白

増 田 鷺 笛

福 田 璋 城

冨 森 璋 龍

役員・会員一同

公認広 島 鷺 夕 会
会 長

相 談 役

副 会 長

〃

〃

事 務 局 長

事 務 局 次 長

〃

西 村 夕 城
木 村 夕 藍
小田川 夕 慧
石 橋 夕 藻
城 田 夕 風
中 本 夕 婕
内 元 夕 旺
林　　 夕 優
他役員・会員一同

事務局　〒732-0054
　　　　広島市東区愛宕町６-21-501
　　　　（第２今田ビル）　小田川鈴枝（夕慧）
　　　　TEL(082)263-6729

鷺 舟 会
会 長
副 会 長
責 任 講 師
会 計

若 林 鷺 誓
加 藤 扇 郊
鈴 木 合 郊
寺 田 靜 宝
役員・会員一同

岡 山 鷺 照 会
会 長

事 務 局

原 田 天 照
内 田 育 照

事務所　〒703-8282 岡山市中区平井一丁目2-12
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＜広報部＞

福永洋恵佐川駿声 天田澄慈

岳野恍輔長谷川岩郷 塩路澄誠 表西鵬吼

〈印刷所〉㈱NPCコーポレーション　〒 530-0043　大阪市北区天満 1-9-19　 TEL（06)6351-7271　FAX（06)6352-7479

★ 2019年５月１日から新元号「令和」がスタート
しました。令和元年から令和２年へ、あっとい
う間でした。
　 さぁ、これからの時代は、どのように展開して
いくのでしょう、また展開させていくのでしょ
うか？
　 見通しが立てづらい時代かも知れませんが、新
しいものにどんどんと挑戦していく時代である
かも。
★ 令和２年度は、東京オリンピック2020が開幕す
る年です。令和元年度最後に、いろんな準備を
しなければなりません。
　 関西吟詩も白鷺も……そして吟詠界も新しい社
会貢献をすること、公益事業を推進しながら「詩
歌吟詠」並びに剣詩舞を世界に発信しましょう！
★ わが白鷺連合会は、３年後には創立60周年を迎
えます。今年度はメイン事業として「第５回白
さぎ交流会」「白さぎ吟行会大阪大会IN大津」

を開催いたしました。新しい発想の転換を図り、
内容を吟味して白さぎらしい新たな「魁」を展
開したいものです。
★ 今年度の常任理事会で財務より提案のあった
「会員減少による財政圧迫、根本的な意識改革
が必要」との警鐘は、創立60周年に向けての備
蓄のために、経費の削減策が提示され、見直し
が図られています。令和２年度は、新しい展開
を図る必要性がますます叫ばれる気がします
が、いろんな工夫を重ねてこれを乗り越えなけ
ればなりません。年々推移していく会員数の減
少の歯止めは出来るのか？新入会員の増加の見
通しは如何に？
　 成り行き任せでは済まないところに来ているか
も……
　　みんなで知恵を絞りましょう☆
 広報部長・塩路澄誠

編 集 後 記
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行 事 予 定
（令和２年４月～令和３年３月）

令和２年４月～12月

月 日 行　事　予　定

4 12 第59回白さぎ吟詠の集い競吟大会

5 2 白鷺連合会理事総会

5 31 総本部青年部大会

6 6 関吟定時総会

6 14 特別研修会兼推薦師範講習会・新教本研修会

6 21 関吟吟詠普及研修会　（九州）

6 21 関吟昇格試験　（地方）

7 19 関吟昇格試験　（師範・準師範）

7 26 関吟昇格試験　（師範代）

8 30 関吟吟詠普及研修会　（岡山）

9 6 関吟本部研修会（師範昇格　課題詩）

9 13 関吟東明碑前祭・本部研修会 （新教本研修）

10 18 関西吟詩全国吟詠大会

11 8 関吟全国新人中間層吟詠大会

11 22 関吟本部研修会（準師・師範代昇格　課題詩）

11 白鷺青年部大会　（場所等未定）

11 23 白さぎ交流会

12 6 関吟全国師範代・準師範・指導者級吟士権大会

令和３年１月～３月

1 9 白鷺連合会新年互礼会（中止）

1 10 関吟新春吟詠大会（新年互礼会）

2 6～7 関吟吟道大学講座

2 14 関吟吟詠普及研修会（京滋・福井）
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